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１．経緯と現状１．経緯と現状
1998 ( H 10 ) 「教員の研究教育活動報告書データベース」の立ち上げと公開

2001 ( H 13 ) 「評価情報開発室」設置（専任助教授1名、助手1名）

2003 ( H 15 ) 「自己点検・評価関連情報システム」の入力開始

2004 ( H 16 ) ・「自己点検・評価情報関連システム」と一元化する形で「教員の研究

教育活動等報告書データベース」の公開を開始

・法人化を機に、「評価情報開発室」を改組し「大学評価情報室」を設置

（専任助教授1名、助手2名）

・「自己点検・評価関連情報システム」の名称を「大学評価情報システム」

に変更

・「教員の研究教育活動等報告書データベース」の英文版を公開

・公開されているデータベースの名称を「九州大学研究者情報」に変更

2005 ( H17 ) 「研究者情報」としての公開項目の拡充。必須入力項目の拡大。教員

業績評価（個人評価）への活用について検討開始。



１．経緯と現状１．経緯と現状
大学評価情報室の活動の柱大学評価情報室の活動の柱

①① データベースの開発と改良データベースの開発と改良
先行データベースの活用：出力形態の吟味先行データベースの活用：出力形態の吟味
が後発、ただし、早期立ち上げの結果、が後発、ただし、早期立ち上げの結果、
データ入力に教員がなれる時間が確保できデータ入力に教員がなれる時間が確保でき
たた

②② 評価指標の研究・開発：第三者評価への対評価指標の研究・開発：第三者評価への対
応ばかりでなく、マネージメント情報として活応ばかりでなく、マネージメント情報として活
用することも意識用することも意識



２．データベースシステムの概要２．データベースシステムの概要
（１）システムの概念図（１）システムの概念図
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２．データベースシステムの概要２．データベースシステムの概要
（２）システムの構成図（２）システムの構成図
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２．データベースシステムの概要２．データベースシステムの概要
（３）システムの特徴（３）システムの特徴

公開システムは業者発注だが、それ以外は公開システムは業者発注だが、それ以外は
独自開発独自開発

評価をめぐる状況変化に対して柔軟な対応評価をめぐる状況変化に対して柔軟な対応
が比較的容易が比較的容易



２．データベースシステムの概要２．データベースシステムの概要
（４）入力項目例（研究）（４）入力項目例（研究）

番号 項 目 ＨＰ用

和文 英文

主な研究テーマ ◎ ◎II-1.
従事しているプロジェクト研究 ◎ ◎II-2.
学会発表等 ◎ ◎II-3-1a
学会・研究会における座長等 － －II-3-1b
原著論文 ◎ ◎II-3-2.
著書 ◎ ◎II-3-3.
総説、 論評、 解説、 書評、 報告書等 ◎ ◎II-3-4.
作品・ソフトウェア・データベース等 ◎ ◎II-3-5.

特許出願 － －II-3-6.

所属学協会 － －II-4-1.

学協会役員等への就任 － －II-4-2.

学会大会・会議・シンポジウム等における役割 － －II-4-3.

学会誌・雑誌・著書の編集への参加状況 － －II-4-4.

学術論文等の審査 － －II-4-5.

研究活動に関する情報の公開 － －II-5.

海外渡航状況、 海外での教育研究歴 － －II-6.
受賞 － －II-7.
外国人研究者等の受入れ状況 － －II-8.
その他の優れた研究業績 － －II-9.

研究面での個別教員の動向が
かなり詳細に把握できる

教育面では他のデータベース
などとの連携が必要（認証評価
対応等）



（５）公開の指針（５）公開の指針
(1) 本学のあらゆる取組の根本規範は教育憲章と学術憲章であり、あらゆる取組の基
本的目的は本学の長期ビジョンがめざしている理念の実現である。

(2) 情報の公開により社会に対する説明責任を果たすことで大学に対する社会の理解と
支援を確保すること、および、情報の公開を介して社会に積極的に働きかけ社会との連

携・協力を促進することは、上記の根本規範が要請するところであり、また、本学の理念

の実現に不可欠である。

(3) 個人情報の保護や大学および大学構成員の知的財産権等の保護に十分に留意し
つつ、大学に関連する情報全般を最大限公開し、それによって社会との連携・協力を促

進することは、大学の責務であるとともに、大学のさらなる活性化に必要不可欠である。

(4) 「大学評価情報システム」に集積された情報の公開は、こうした必要に応えるための
多様な方策の一つとして位置づけられる。したがって、教員の諸活動を集積した本シス

テムの情報は、中期計画の進行状況、自己点検・評価や第三者評価等の評価結果、財

務諸表等、大学の多様な諸活動に関する情報とともに、積極的に公開する必要がある。

(5) 「大学評価情報システム」の情報公開については、他の情報公開とともに、公開する
項目の選択や拡充等に関して、学内外の状況変化に柔軟に対応し、不断に改善を図る

必要がある。



（６）公開画面（６）公開画面
http://hyoka.ofc.kyushuhttp://hyoka.ofc.kyushu--u.ac.jp/searchu.ac.jp/search//



（７）アクセス状況（７）アクセス状況



３．データベースシステムの運用３．データベースシステムの運用

（１）入力促進のための方策（１）入力促進のための方策

・入力率を学内傾斜配分の基準に採用・入力率を学内傾斜配分の基準に採用

・年・年22回自由記述欄の打ち出しを部局毎に行い回自由記述欄の打ち出しを部局毎に行い

配布する配布する

・グループ管理者の配置・グループ管理者の配置



３．データベースシステムの運用３．データベースシステムの運用

（２）研究戦略上の活用（２）研究戦略上の活用

①①研究戦略室との連携研究戦略室との連携

②②スーパースター・プログラムスーパースター・プログラム

③③外部資金獲得状況（不採用分も含む）の全学外部資金獲得状況（不採用分も含む）の全学
的把握的把握

④④マネジメント情報マネジメント情報



４．今後の展開と課題４．今後の展開と課題

教員業績評価への活用教員業績評価への活用

部局の活動における特徴の把握部局の活動における特徴の把握

公開・評価等のための統計システムの活用公開・評価等のための統計システムの活用
や出力形態の開発や出力形態の開発

学内の他のデータベースとの連携について学内の他のデータベースとの連携について
検討検討



ご静聴ありがとうございましたご静聴ありがとうございました
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